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大学相談室におけるグループ・アプローチ

一「臨床心理・教育相談室遷フレンドルーム活動をもとに一

匿母神賢一，金成美恵，神尾直子，薩久閥恵，後々木千撫子，

富欝理子，湊園実，南真嘉，籠橋美知子（事鶉大学大学院教欝磯麹
中野　墾徳篠鎌心蓬学），青木　真理（教育臨床学）

　篠島大学教育学離離麟「臨床心蓬・教奪権談室雄では，相談活動の一石として，不登校などの発

童生縫を対象にグループワークを行うrフレンドルーム」が開設されている。本稿では，聡設後丸

3奪が経遇したフレンドルーム活動について，運営の定着建が進んだ本葬度の活動を葬纏に報告し

た。次に，グループや縫人に焦点を当てた事弼考察を待った。以上をもと1こフレンドルーム活動の

評懸と展望を行い，大学の権談室で行うグループ・アプ誉一チの有嫉蟹こついて触れた。

〔キーワ一縷　　不登校　グ膨一プ・アプ欝一チ　大学根談室　集國

1　はじめに

　「フレンドルーム」活動は，藩島大学教育学部購羅

「臨1鎌心理・教育権談室」活動の一環として，欝鱒

（平1浅藍）年度から霧彗始された。これは，中野ら（2〔鎗2〉，

多獲ら（鱒麗）によれば、不登校及び学校不適懸感を

抱いている箆童生縫（以下メンバー）に対して，人懇関

係作りを目的としたグループワークを行うものであり，

その直接的な運営は，「鷺旅心遅・教青帽談室まの教

官の捲導のもと，臨鎌心理学・教育蕩鎌学を専攻する

筆者ら大学醗生（以下スタッフ）によって行われている。

したがってフレンドルーム活動は羨生の貴重な臨鎌経

験の場にもなっている。筆者らはこの活動を題して，

メンバーが少しずつ集露の中で馨分らしさを見せたり，

申には1ターダーシップを発揮し始めた塾する姿に塵に

触れる申で，グループ・アプローチの籍効牲などにつ

いて深く考える機会を得た。

琶　目的と方法

　本福の懇的は，フシンドルーム（以下F鉛が設けら

れて3隼が経過したのを機に，今葎度のF良活動報告

を題材として活動を再縷説するとともに，メンバーや

グループ全体に焦点を当てた考察を行い，今後の碧衰

活動の展望と，大学の相談室で行うグループ・アプロー

チの可能性に臠して示唆を響ようとするものである。

　考察の方法は次の遜りである。①r衰の2馨春蟹平成

懲）年4月から2§§3（平成欝〉奪2肩までの活動につい

て，参撫観察法により，グループと鰹人過程の擾察を

行った。②S至）法を購いた質懸紙調査（5段購評定）に

よる「自己イメージ」と「F衰イメージ」の湊1定をそテつ

た（以下イメージ講査と酪す）。「満尾な一木満尾な」

「親窮な一不親切な」等ig項騒からなる義己イメージ

講甕と，「大燐な一大窃でない」「自分の意見が言える

ところ一言えないところ」等2頭目からなるF衰イメー

ジ調査を7月・捻鍔に実施し，結集を比較した。

　なお，①⑨の方法は，麟年度，多懇ら（2鋳2〉が行っ

た方法に準じたものである。

璽　2倉G2（平成葉4）年度のF　R活動実践

　ここでは，3年間の実践の中で形成されたヌ盆の構

造について紹介し，次に，本年度一定の構造化が進ん

だ，スタッフの体舗づくりとメンバーの保護者への対

応について遽べる。

1．携造

　騰　薄象者

　学校に鴛くことができなかったり，友達づくりが苦

手だったりする小中学能を主鰐象としている。定員は

設けていない。本年度は8名参趨（後述）。

　（2／場辮

　ほとんどの活動は，纏島大学教育実践総合センター

3曙の「集鑓懸接室」で行われる。これは，メンバー

にとってF　Rが安定した居場所になるようにとの寵癒

1こ基づく。本葺震：はさらに，i野外や体育嚢露，講渥実習

室，実践センター「プレイルーム」等，活動内容によ

り様々な場藪を科離した。なお，場所変更1ま予めメン

バーに伝えられる。

　（31時闘

　月2繕闘隔で，圭3毒§～至5書癖の2時懸で行われる。

大学の長窮休職中にあたる3月と8月は休みとなる。

濤動を羨窮（婆～8月）・後難（§月～3月〉に分け，年

間茎5懇程度の活動となる。
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　／4／メンバーの受け入れ方

　F段参籠希望者は，まず「臨床心理・教育相談室聾

の教官との綴霧面接を受ける。その後数羅の見学等を

経て，本人の参稼の意志，保護者の講意が確認され，

スタッフが受還することにより歪式参撫となる。

　嚇　　「臨床心珪・教窟根談室韮の絶資源の磁用

　F艮活動と並行して，醸警1面接やメンタルフレンド

（以下璽F／不登校や発達瞳害の晃童生縫の家庭を醗

生が定期的に訪関し，遊びや魑強を通して心の交流を

綴るもの。遷i溺圭～2蒔開が多い）等の縫瀦嬉嬉が行

われる場合がある。本年度は継君活動の一部をF衰参

灘に緩み込ませた鯉もあり，複数資源の落網が進んだ。

　1§1スタッフミーティング

　毎圏，活動8のi遷懸麟までに持合せを行い，計癒・

準騰を進め，直萌の最終確認を経て活動に臨んでいる。

活動終了後は，スタッフ全襲で撮む返りを行う。ここ

では，グループ全捧の様子や纒々のメンバーについて

の行動観察を鞍告し合い，験討を重ねて≒・る。

　17／　スーパービジ……ンの充実

　月2圏懸隔で，「臨床心遜・教官霧談室」の教密に

振り返りの内容等について報告し，スーーパービジョン

を受けている。また，3月には年間の総懸を行い，次

篤農へ請けて異捧的指導を受けている。

　織　保護者との連擾i

　スタッフが購意した薪フレンドノート」を活拝1し，

保護者との精報交換や諸連絡を行っている。さらに各

厨の振誇返むでは，◎スマイル会（親の会）」（後述）

のスタッフとの椿報交換を行い，連騰を籔っている。

2．スタッフの体舗づく蓼の推進

　／麟　スタッフ弓1き継ぎの改善

　零度当祷に数圏，大学院2年生より茎年生への引き

継ぎを行い，運営上の課題やメンバーの特徴・援麟の

留意点等を確認しあい，本葬慶の醒震懇標・全紘目標

の参考とした。また，従来は，擾ね繭簸までは2年生

が活動の中心で，i零生が本賂的に活動を始めるのは

後霧からであった。本年度は，麟甥の畢い段露（5月〉

からi無生が中心となり，ローテーションを績み，ファ

シl／チーターを務めた。また一藻の2奪生は後難も継

続参撫し，活動のつなぎ的な役割を果たしてきた。

　12／メンバー及びグループ運解の共有化

　蒲年度までは，スタッフによっては活動に全く参饑

しない醒があった。本隼度は，単発の参擁ではメンバー

の課題や変化，グループ全鯵の雰鬱気などが擢麗しに

くいとの竿継転に基づき，毎癒スタッフ全員（9名）で活

動を行うよう改善した。異郷的には，事羨打合せ・事

後のミーティングの全員参総，活動当Bの役割分担

（ファシ》チーター，茶議会準鱗等）の澱一テーシ璽ン

化，などである。したがってスタッフの役割は露足し

ておらず，毒醤変わる。さらに，毎回サブ・ファシ！タ

2§毒3－6

チーターを置くととも1こ，次懇ファシ1ナテーターを務

める予定のスタッフは必ずその葱の織に直接参撫する

ようにし，メンバーやグループの蓬解の擬進を騒つた。

　麟　メンバーの愚鶏牲への翫慮

　懇々のメンノ重一に対し，毎麟スタッフがi名ずつ畔穿

き人”となむ，行動観察やアセスメントの中心となっ

た。継し‘‘省き人讐は園足しなかった。蓬密は，メノ

ノ寸一同士やスタッフとの僕iわ鞍を誘導するのを選書ずた

のと，メンバー全員の行動特性を躍解し，グループ全

体の中で縷々のメンバーを援射していく意識を持ち続

けるためである。｛塁し，発達葬牽害等があむ特写彗なケア

が必要なメンバー1こは，スタッフを露足して端籍した。

3．親の会（◎スマイル会涯）の運営

　ぎ衰参濾メンバーの親が待機する「待合室」が，

「ひと鯵で慰む霧をなくすための懸場霧］となること

を難指して，本葬度から親を支援する活動を麗始した。

運営にあたっては，①憑人を尊重する．②受容と共感

の態度で信頼関係を築く，③参癩者が全員参撫できる

ものを舞う，④実1祭に誌験できるものを舞う，⑤葛藤

する参癩者への援麟をする，⑥集塗のルールを守る，

⑦活動を継続し評慰する，ことに視点を置き，スタッ

フ2名力韓一ダー，コ琴一ダーとして撲わった。内容

は，罫衰活動鱒1懇帯の2鋳1闘を茎セッショ：ノとし，麟

半を挨拶・連絡事項・精報提僕・ウォーミングアップ

とした。後半はフ婆一トークにあて，その霞のテーマ

をその場で親から出してもらった。今年度の目標は，

i）グループの雰鬱気作り，2）参癩者槍互の交流．3）自

主参擁の3点とした。なお，詳繕は溺稿にて報告される。

4．参擁メンバーの概要

　本年度の参趣メンバーを表iに示す。主訴は主に不

登校であるが，後難1こ場面緘黙児2名（ヌ男、H子）が

新たに糠わった。完全な不登校はA子，C男，荘子，

F男，G男の5名。保健室登校1まR子のみ。教室登校

している者はB男と至）男である。さらに8男1まAD／

RPの診藪を受けているなど，メンバーの課題が多様

である。また，本葬慶中学校卒業予定の荘子とG男に

ついては，本年度最終痙をもってF艮修了となる。な

お，F男と挽子にはそれぞれ纏君が鴬に傍についてサ

選一トしている状態であり，§ら進んで地者と闘わり

をもっことは，現時点では難しいと考えられる。

聾　グループ全体事例の呈示

　ここでは，鎗§2年4月から欝総年2月の難懸の，F

費グループ全体の変容遍程を分損の対象とした考察を

行う。各回の直接参総人数は，平均するとメンバーが

7～8名，スタッフが4～5名である。なお，グルー

プの活動内容，活動弩檬は表2にまとめた。
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表輩　参簾メンバーの機要 （欝総奪2月現在）

メンバー 主　訴
　置式参総締鱗
i本年度参癬羅数〉

本　　人　　の　　様　　子

A　子
㈱wi隼）

不登校
2韓蟹報環～
@（i2／麟

中学入学後，一時難登校したが，再び不登校になる。状溌を

@せず，浮いた行動が発られる。

B　男
i小学6年） AO／gP

2鰍奪5月～
@（茎3／i5〉

もの｛掌りの回などは，次第に活動が苦痛になってくるよう。

D者欲求が強い。

c　男
i中学2隼）

不登校 2㈱年9月～
@傷／i5〉

明るく活発で董）男と共に活動を盛り上げている。新メンバー

wの配態も晃られる。

○　勇

i中学1篤）

参総当時は不

o校
2磯奪9月～
@（i5／鋤

中学入学後完全登校。活発でC男と共1こサーダー的存在。た
ﾜξこ逸彗莞行為が見られる。

鷺　子

i中学3隼）
不登校

2§韓年§月～

@（i5／圭5）

積極的な響動はないが，嚢分の考えを持ち，伝えられる。料
Hや描錘等，活動内容によっては得意分野が活かされている。

欝　男

i小学4奪）

不登校，場嘉

g黙
2巷§2年i絹～

@（7／7）
Myが鰐に付き参癩。質幾等への意思表示はできる。M登が
｣れることに不安が強い。

G　男
i中学3隼）

不登校
2§毒2鱗鋸～

@（6／6）

§己表現が少ないが，活動には積種的に参濾。ものを作る燦

ﾉなかなか演められない。

｝｛　子

i小学5年）

保健室登校，

齧ﾊ緘黙
2§§2簸屑～

@嬉／5）
M罫が傍に付き参瓠飽者との関わりは少ないものの，活動
ﾉは意欲を持って参越する。

表2　29麓（単成紛奪度鍛活動の機要 」はエクササイズ名

活動馨 活　　勤　　曇　　標 活　　勤　　内　　容

4月① 新たな人間驚係を築く第一歩として，メンバーの名麟
笂ﾁ徴を覚える（確認しあう）

名木し作り・交換，「自己紹介ゲーム」

5月① 集毬遊びを遷してメンバー闘の会話を促進する 名本し作り・交換，「簿でもバスケット」

c陶作り」

5月⑫ メンバー間の多様なコミュニケーションを促進する バドミントン，ドッヂボール

6月① 纂縷の申で，発言による自己主張ができるよう促す 名札搾り・交換，「鐘取りじゃんけんj

uジェスチャーゲーム」，次懇の相談

6月⑦ 協調牲を高め，其に頑張ったという達成感を得る お菓子作り（ケーキなど）

？月① 其溺暮業を通じて，其通馨標を成し遂げた時の達践感

�ｪかち合う

「新聞パタン」，短鷺作り（錬り作りと饒む

tけ），イメージ調査

9繕① 運動を通してメンバー・スタ・ソフ間の交流を深める r夏の患い出珪，ドッヂボール

圭絹① 楽しいゲームを通してメンバー闘の交流を深める 「季語のしりとり」，鐵画

室絹② 野外での運動を通してメンバー聞の交流を深める キックベースボール，鬼ごっこ

i蝦① 新メンバーが遜メンバー1こ霧ll染める雰1璽気を｛乍る 名本紅作り・交換，緩結土

i鋸⑨ 新1メンバーと選メンバーの鷺わりを促進する 確寺闘だよ」紅陣取リゲーム」，クl／スマス

Jード作り

i甥①
メンバー購，メンバー・スタッフ閤の交流を深めると

ﾆもに，活動を楽しむ

クl／スマスの蘇り作り・簸り付け申クllス

}ス会（「あまのじゃくゲーム」．プレゼン

g交換），イメージ講査

1鍔①
全員でiっの作品を侮ることによって，メンバー鷺の

ｩ発的交流を促す

冬の散歩，大きな絵づくり

2月①
運動による身体的コミ二二ケーション等を通して，メ

塔oー闘の脅発的交流を促す
ドッヂボール，バスケットボール

2月⑫
i隼闘の活動を還して自分自身を振り返る ヂあまのじゃくゲーム」「ハンカチ落とし」，

�ｹ書き作成，アンケ一一ト（i奮闘の感想
ﾈど），修了式

＜注＞この麹毎繕鴛っている活動として，茸フ婆一トーク」（活動鰐始時）と「茶話会」（活動終了麟）がある。
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　以下，萌奪度からの継続メンバーである5名で活動

を待った4霧から7月までを第i獺．第至難の5名に

新メンバーの4名が顯次換わつた（見学類懸も含む）9

月からi騒までを第2窮としグループの変容を遜った。

第葉鞘　集麟の安定と穫一ダーの芽生えの鋳難

　本年度スタート暴寺のメンバーは，みな賛乍零度力｝らの

継続メンバー（懸メンバー）であったが，縫一ダー的存

在のメンバーが挙美したため，多くの新スタッフの癩

人で，グループとしてのまとまりがどのようになるか

若干の不安があった。しかしその心配とは裏腹に，C

男や○男は，場を盛辱上げるなど穆一ダーとして皆を

贋っ張って行ってくれそうな雰醗気を慰むさせ，穂や

かな雰囲気でスタートすることが出来た。5月に入り，

スタッフとメンバー懸の交流が増えるにつれ，鷲定メ

ンバー間の仲は親密になるものの，メンバー全捧での

交流が減るということがみられた。メンバーとスタッ

フの直線的な麗係が§立ち，なかなか第三者を含めて

の交流が発られなかった。そこで，全体震標として

「メンバー露1士のコミュニケーションを｛是進ずる」を

掲げ，スポーツや，共瞬搾業を意識して叢む入れた。

また，　各メンノで一の宰尋意分野を活動の申1こ盛む込むな

どの工夫も行ったQこうした活動の申で，徐々にC男

や五〉男が蓄｝一ダー的存在としてみなを群っ張っていっ

てくれるようになり，グループは更に安定したものと

なった。

第2期新たな集鑓形成の鋳鶏

　第i鞘まで，翼長が「串乗上がり8軽捷のグループ」

（スタソフの共選認識）として成長し，また居場漸とし

ての機能を栗たしたが，新メンバーの参趣があむ，グ

ループの雰醗気が大きく変免したのが第2難の特綴で

ある。　l舞メンノぐ一1ことって1まi奪オ｛りの業器メンノぐ一の

撫入であったαそれまで移心ダー的存在であったメン

バーが活動の申に醒人的な所有物を持ち込むといった

ことが見られた。これは，グループダイナミクスの変

化を察知した懸メンバーの自己主張的な行動といえる

だろう。また，5名から8名へのグん一プの拡大，小

学生旛入による年齢差の広がりなどにより，築鑓とし

ての凝集性は弱まった。スタ・ソフの闘にも，新メンバー

への擢懸とグループ全然への配癒のバランスに戸惑う

など，やや動播がみられる時簸でもあった。一方，緯

月頃からは，際メンバーが新メンバーヘエクササイズ

のや辱方をさりげなく議隣するなど，新メンバーへの

露嚢憲．気遣鶴、力重量られるよう1こなった。また，メンノ寸一

同士の会蠧毒は少ないものの，お互いを認め，自然な雰

醗気で活動に参雛できるようになってきた。

イメージ調査の給桑　（表3参照）

　評定結果：は，ポジティブイメージとネガティブイメー

2§総一6

ジにカテゴライズし，ポジティブ方向の紅とても」を

5点，「まあまあ」達点，「警邏を3点，ネガティブ

方向のギまあまあ」を2点，「とても」をi点と数黛

化し，醒人辱嬢こ纒々のイメージの平均｛塵を算出した。

　§壼イメージがポジティブ方向へ向かったのは，継

続メンバー連名中3名であり，残参の室名も§，縣点下

がったのみである。綾らにとって章段を通して§己受

容が進んだものと思われる。また，　F艮イメージは，

継続メンバー全員がポジティブ方向へ商かっており，

穿寺1こ豊点以一と圭蓉考聾したメンノ寸一毒鐘2名も睡るなど，　罫衰

が緩心地の震い場駈となっていることが遜察された。

一方新メンバーのうち2名は，継続メンバーに跳べる

と全棒的に緩い結果となった。

表3　ε濤己イメージ∫F綬イメージ」の率均評建！1甕

毯壼イメージ

@認定鎧
FRイメージ
@諄定纏

メンバ
至懇目

V月

2鬱鬱
奄Q鷲

i醸§

V月

2響懇
s2月

A子 3．26 3．58 嬉 4．鋳

B男 3．ii 3．65

c男 3．き8 3．53 4．65 履．5

D男 3．ii 壊．63 3．魂 4．95

荘子 2．§ 2．蕊 3、菖 4．5

雪男 2．42 2．55

G男 3．32 畦、4

R子 3．4了 3．蓬

　　　　　　　　　　＜蓬〉メンバー名は表iに準ずる

考　察

　第茎簸が集覆として安定しているのは，継続メンバー

のみであり，安定した人間関係やグループがすでに出

来ていたこと，多くの新スタッフの存在が，穏婦的に

継続メンノ寸一躍士1こr矢蕾む合も㌃」　としての意練合も㌃を

際立た一せること1こなったこと，　スタッフが音楽をかけ

るなどし，嘆ラックスした雰醗気作り1こ努めたことな

どが考えられる。また，圭っのものを全襲で侮りま二げ

る共講作業やスポーツは，メンバーの一体感を｛達した

と考える。さらに，懸々のメンバーに活躍の場を設け

たことは，察尊感椿の高まりと，お互いが尊重し合う

姿勢をもたらしたと思われる。以上の要露により，グ

ループとしての凝集姓が高まったものと患われる。

　第2難は，新メンバーの納入がグループの大きなク

ライシスを生み出した。表2の活動痘擦で，スタッフ

が継続的に紅交流」を掲げていることや，騒メンバー

が私有物を持ち込むことに象機的に示されている。一

方，霞メンバーから新メンバーへの気遣いが見られた

ことは，グループの威長藏である。薪メンバーにとっ

ては，集毯との鷺わりの第i歩の場としてF裂が機能

したものと考えられる。また，イメージ調査では，霞

メンバーに第2難のF　Rイメージが上昇した者が多く，

集羅が変化しても，旧メンバーにとってはポジティブ
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なものとして受け取られていることがわかる。つまり

瞬メンバーにとっては，凝集性が弱まっても自分がそ

こにいたい場藪として擬えられてお鯵，F艮が根付い

ているものと推察された。

V　個別事例の呈示

　ここでは，表iのうち，A子，P男，R子の3人を

事舞として取り上げる。A子は，メンバー中最も長い

難懸参撫している事鰹，P男は，本無産のメンバーの

中で最も変化が見られた事侮，さらに登子は，F盆と

醗Fが益縁されている数少ない事鰹である。

事轡舞　　ζ3難目の参簾となる不登校《子の事樫選

の座鷹がE子の歪面の綾羅になった時，気にはしてい

るようだが目線はそらすなど，R子に遠癒している感

じを受ける。荘子に蝿してどのように接すればいいの

かわからないようである。また，学校では類末テスト

を欠篤し，馨宅受験したとの椿報を母親から得る。

鐙巷2隼度後難

　§～i絹，新メンバーや見学者に対し，露分から誌

しかける姿が見られた。銭得，フ1｝一トークでは中学

校での文建祭の参擁した話を楽しそうにしていた。ま

た駐子との会誌場面も見られた。圭2月．クl／スマス会

でのプレゼント交換の時に流すためのC至〉（沖縄音楽）

を持ってきてくれたが，ク嘆スマス会の雰謹気と駿染

めずに勉のメンバーは不思議そうにしていた。だが霧

隠の反感はA子には届いてないようである。

事携の機要

学年・牲弩翫A子（中i女子。欝裟参擁当時は小5）。

家族歴・現経歴1父親．母鰻，魏，双子の嫡，本鷺の

さ人家族。2§§○年夏休み以降不登校。小麗科に月i回

の通院。診欝1は嚢至立性講籔障害蕊

F嚢参繍までの経緯1完全不登校のため，保護者より

家麩以外の闘わりの場としてF盆参濾を需望。本人の

意思を確認し，亜式参趨となる。

事樫の経過

2§§§（箪成蓄2〉年度

　参穏当窃は，繋黛に同級生の女子がいて意気投合し，

会話も弾んでいた。F盆活動には全て参醸したが，グ

ループ活動をするというより，その女子と会うために

参撫している印象であった。

2線（平成毒3〉奪度

　FRlま学校鍾事の都合による欠庸以外は全て参籠し

た。離離のF疑活動ではお葉子昨諺がきっかけで，申

3の勇子や低学年の男子と話すようになった。後簸は

魑のメンバーの言動に反感するということができるよ

うになってきたが，苦手と思っている人には全く接触

しない。活動内容に蝿しても隅様の繧向がある。なお，

学校へは織綾的に登校しているものの波が多い。だが，

ようやく時々学校で給食を食べられるようになった。

2§毒2年度前難

　蓬月，中学の麟騒を着て参籠。雑談の様子からは

難乍年と違う自分を見て露と周りにアピールしている

ようにも受け取れた。バレー部に入翻し毎欝元気に行っ

ているとの事。お菓子侮りではD男との関わりが§立っ

た。さらに飽の男子メンバーとの会話が多く箆られた。

鷺子との懇に一種の緊張が見られる事もあったが，作

業申は協力して行うていた。酸女と議すきっかけが欲

しいような麟象をもつ。

　学校はゴールデンウィーク明けあたりから休みがち

になる。罫良も2圏不参総。7縁，フ琴一トークの瞭

考　察

　鯵§2葎度7月の時簸に嚢己イメージが下がっている

のは，中学校へ進学した事で登校への遊がいったんは

瞬けたが再び不登校になり始めた事1こよるものであろ

うと推灘される。不登校という状溌は鴛鷲になっても

変化はないが，自己イメージの陶土は，2倉§2奪度になっ

て講めて2暮鍵奪度からの参趣者である荘子や至）男と会

議できるようになったということや，見学者という晃

難らぬ縫者に話しかける事ができたことなど，対人縫

係を学鬱したためではないだろうか。またF衰イメー

ジが鎗艇奪慶翅月に下がっているのは，自分のポジティ

ブな変化を周獲に評儀される機会が少なかったから

（多鑓ら，鎗競〉と考えられる。2§競隼廣にそれが脅上

しているのは，A子の軽きな鐵懸や工作を活動に多く

取り入れたことを通して，評懸される機会が増えたた

めと患われる．また，A子は小・中学校を通じて単字

緩の持ち上がりであるため，クラスメイトの変建もな

く，さらに双子の霧砲と比べられるという申でのプレッ

シャーにさらされている。したがって，FRという双

子の婦がいない環境が，彼女にとって嫡と違う経験が

できる活動の場を与えていると考える。

　しかしこの3年閤を通して，語の流れや聡醗の雰露

気を読んで発言するという事に適切さを欠くことが多

く，本人の課題として残された。

重巒§（昏聯　　2響目（壷2肩）

　　　2総監隼護

玉響鐸（了月）　2攣慧軽2欝》

　　　2§翻無縫
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嬢鑓｛6秘　　2掻還較2鋤　　i醸自‘7月）　2擾擾‘鷺恥

　　　2§盤無縫　　　　　　　　2鋳2難縷：

　　　麟2　A子砂薪Rイメージ

事携2　ζ不登校から教室登校へ移行した£1箋の事携悉

事解の撮要

学籍・性脳l　D男（中i男子。F嚢参癩楽時は小6）

家族歴・現症歴1父，母，兄，妹，糧父，襟舞，本発

の7人家躾。小§のi学期より壼校を漫吟始め，Yク

リニックで治療，醸接麗始。その後藤続的に不登校。

F貧参裾までの経緯10男の学力抵下を心窪した講親

が凝Fを電話依頼。しかし自宅遠方のため凝F糠遣は

できず，代わりにF衰に参濾することとなった。

事携の経邉

2§艇年度

　参撫峯初は落ち着きがなく，話し方や態度が冷めた

感じで本当の姿を隠しているような印象。活動申，突

然ヨガを始めるなど突飛な行動も発られた。自己アピー

ルの佳寿がわからないようである。だが本人は補回か

らリラックスした様子で参濾し，メンバーとの会話も

垂專っことができた。　しかし｛痙のメンノ寸一に冬毛を言わな

い，会話の時に構手の藤を見ない等，コミュニケーショ

ンに課題があったG

　学校では卒業文集で自分の不登校を題韓にし自分を

振鯵返った。F設活動申の落ち着きや集中力を欠く行

動は，この時難の心の変化や動揺の表れと患われる。

2§麗年度羨難

　C男との会議のやりとりが頻繁に箆られるようにな

り，独り讐もあるが表情は笑顔で，鷹聚との関係づく

りも良くなった。母親からは学校では友人もでき麟調

であり，「ひと撫越えた」という発奮。欠蒲もほとん

どしなくなった。鷹人も自らの変化を実感し気持ちに

余裕が鐵始めたようである。6月になると，C男中心

だった関係から，少しずつ縫のメンバーへの闘わりが

でき始めた。F裂には錘藏鰯職を着て参灘。学校に通

学していることのアど一ルか。…方学校でも，友人に

嬉し，内緒と駈った上で，鍔F震に行っている」と告

臆している。この時期羅親が罫衰の終了を勧めてみた

が掘否。学校に適応し始めているものの，F殺に麗場

瞬としての安心感と依葬の気持ちがあると思われる。

7穏、こなると，王）男の奇妙な行i薪は少なくなる。C男

2毒馨3－6

と其1び／一ダー的な雰醗気を醸し墨しつつあり，縫の

メンノ｛一に言表しかける様子も見られるなど，ゴ1二魂こも余

搭が出てきた◎

2§§2葎度後難

　9繕，一時途絶えていた独り言，鮨いじりなどの拘

りが感ビられる行動が復活し，やや退蕎を見せる。新

学鞘が姶まむ落ち着かないのか。ただし学校へは休ま

ず登校している。欝月のある醤では，F裂当臨本講は

悪かったが，学校を休むとF段も参撫できないと愚っ

ているらしく，碧衰に参擁したいが為に学校へも無攣

に登校したこともあった。F衰に鰐する執着は内嚢的

な不安定さの現れと鑑察される．鍵層以降は，　C男と

の関係を中心にしながら纏のメンバーとの自発的な交

流も持たれるようになる。また，ゲームでの皆の糠番

を淡めたり，地のメンバーに議購をしたりと1穿一ダー

シップを発揮し始めた。露翻に気を煙る余裕さえ感じ

られるように変化している。

考　察

　○男の変化は著しく，それはイメージ調査の結果に

も表れている。特に器競年鴛月蒔の自己イメージの．ヒ

昇は額著で，ほとんどの項慕が中央からポジティブに

大きく変化している。スタッフの鴛動観察でも羅様の

ことが認められており，露分に隣する自信，蓼己肯定

感がでてきたと推察できる。だが「自分の意箆を言う一

言わない」の項藪のみが中くらいに位置し，｛）勇がこ

こを愈分の課選iと自覚していることが瞬らか1こなった。

今後は響常場嚢での鬱然なやりとりの申で，根芋の気

持ちを推し量るといったコミュニケーションの取り方

が課題となると患われる。

重締着（6罵）　2囲藝（12舞｝

　　　2鑓輝石
1攣§（7月》　2醤§q2蒋1

　　　2鑓2毎度

｝藏器蒔月｝　2繧醤縫2鷺ナ

　　　2醗輝度

童毬§‘7舞｝　2囲編（圭2弩、

　　　2魯魯2年慶
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事携3：罫フレンドルームヘの参撫とメンタ舟フレン

　ドの滋遣を耕せて行っている、場面緘黙があ響採健

　室登校をしている醤子の事夢難

事鯛の機妻

孥驚・性霧涯｛子（小毒・女子〉

家験歴・現症歴1父，母（空婦），嫡（中2〉と本人

の姿人家族。至幼穫甕隷こ人里後，i駕で3地区に畷っ

越す。その後はバス通園をしていたが，「バスに乗り

たくない」と訴えたことがあった。小学校入学後，玉

驚時は逓解などに仲の良い友達が数名でき，2年時ま

ではよく遊んでいた。だが3年に遼i織した際に再び饗っ

越すとその友達とは錬遠になった。さらに羅時鱒に執

勧ないじめに選い，次第に友達を信じられなくなった。

徐々1こ学校を欠濡するようになり，　5年時の教室登校

は茎墾のみ。家族とは議すが，その纏の場面では緯も

強張む反感を返せない。場面緘黙である。現在は保健

室登校をしており，帰宅時縫はまちまちである。

F貧参灘までの経緯1躍罫との一瞬…の関係から葉緩

の中での絶者との関係侮吟へっなげるため，3癬の見

学を経て，本人の希望により捻舞から重式参徳。

MF、及びその活動内容1福島大学大学醗工年に在籍

（女／以響Kと示す〉。MFの訪鵜は，F費が奮われな

い遍にi繧・i時閤で，｝｛子の好きなゲームや，琶子

が得意なζもの作り遜をしている。FR鋳には，痘ら

鰭のメンバーと交流できない蔓子の脇に奪羅スタッ

フとして付き，蔭子をサポートしている。

2§総年虜末までの纏わりl　F貧参継5濾（見学3轡

含む），簸F訪簡5凝（鎗鑓年盤鰐～）

事例の経過　　く注＞月の後の○番号は表2に準ずる

　隙見学谿間（2暮麗年緯月②，1絹⑤⑫〉1母親と

片時も離れることなく見学。i回難語｛子の苦手なス

ポーツということもあり，離れた位置で活動の様子を

見ていた。羅窺とは楽しそうに会議をするものの，ス

タッフが霞きし経緯ナると緊彗長して／本をこわばらせた。言羨

しま葺けには1覆ったように覆線を彷纏わせるが，反箆llま

ない。2霞§はスタッフやメンバーとの交流はなかっ

たが，緩結土作りに集中し，τ寧に作品を仕上げた。

3麟藝は活動に参給したが，その際KがMFとして隠

わることが決まっていたため，母親と共に傍らについ

ていた。H子とKの襲係は全くできておらず，問いか

けや促しには辛うじて複線で反癒する程度だった。

　FR疋式参撫藷穣弩（2§92年鐙月①〉1活動が始まっ

ても，嚢ら進んで動きを見せることはなかった。シー

ル交換の場でも舞霧やKの仲介が必要だった。しかし

羅親がスマイル会参簾のため途中で霧を外してからは，

Kのみを檸って活動に参総できた。縫餐との交流はな

いものの，ゲームなどに積極性が発られた。なお，イ

メージ調査の結果は，F裂に対しても自分に鍵しても

好感的であった。i〈の質縫への反応は微かな頷きといっ

た身体的表現のみ。

　麟罫魯子電訪鶴（2総2隼で2月①②，2§§3年唾罵①

②，計4露〉1拷訪問鋳は，蕪子の嚢室を案内しても

らい，欝Rで行ったカード作りをした。　2凝馨はオセ

ロ，3繧謬はビーズ作り，　4回§は斬り紙で作ったカ

エルを飛ばして競争した。愚親はMF中1ま溺室にいる。

i～4雪目の霞，琵子とのやり取鯵は頷きや捲差し等

の身体的表覆が主であった。3，嘆繕§には無声音に

よる癒答もあった。また，訪問痙数が増えるに縫って

ジェスチャーがしっかりし，笑顔も多く箆られるよう

になった。Kの出邉1えや発送りは母親のみ。i度だけ

縫子も舛まで見送りに来たが，Kが手を振ったのには

応じなかった。

　FR正式参擁2撰馨（2§§3無嘩月②〉　1母霧は同伴

せず，凝Fと2人で参撫した。フリートーク時は少し

そわそわしながらも，滋藤ほど緊張した様子は晃られ

なかった。散歩中，笑顔で構内を見渡していた。模造

紙に絵を描く際1ま蓄葭く場勝を自ら決めることはできな

かったが，鯵スタッフとKとの套語を震いて霞分の絵

に手を纏えることがあった。身辺の片／輩ナ等も進んで

行えた。F灘ま楽しいとのこと。

　鱗ド目子宅訪闘（2§盤年1鍔②〉1トランプ，鼓

笛で演奏する楽譜をピアノで練習。トランプのルール

が不明な湊をKが尋ねると，無声音で「こっち」と教

えてくれた。頷きや行動でのやり取りばかりではある

が，互いに意志、の伝達がスムーズになってきた。

考　察

　F貧と憾Fを豊行させることの霧的は，関係性の移

行にある。この事鯛では翼子と母親との関係が葬鴬に

強く，｝至子i人では地者と関わりを持てない状態であ

った。蟻yとして訪聞することで，縫子が1∫ラ・ソクス

できる覆境での関わりが持て，駿｛子と母親垂という

親子の二者関係から，『｝｛子とM鑓という飽者との二者

関係を築くことができる。その関係をF嚢という集懇の

場に待ち込めば，MF等のサポートを通して，次第に

擾数の地者との関係を築けるようになると患われる。

現在のところ，母親が傍にっかずとも蓼貧に参灘でき

ている。最終的にはMFのサポートなしでもFRに参

醸でき，難者と交流しながら活動できるようになるこ

とを目標としている。

　しかしF醜の場に躍Fのサポートを取善）入れること

で，鰭のメンバーから奪霧スタ・ソフがついているメン

バーが特写躰髭されることも亀惧される。そうすると，

かえって集露の中でM罫との二者騨係が強まってしま

う可能性がある。以．とを考察するには，事擁としての

経過が短いため，検討すべき課題とされた（なお，イ

メージ講査は2月時点でi罎しか鰻っていないため，

考察に入れなかった）。
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W　大学相談室におけるグループ・アプ
　ローチの有効性

　以上のグループ及び3っの醐懸事縫によれば，大学

構談室で待うグループ・アプ∬一チは，主に以下の点

で有効であると考える。

　第iに，F衰という場の受け入れの柔軟性がもたら

す利点がある。多譲ら（2総2）は，F　Rと適癒指導教室

の違いは§的の違いであるとし，学校復帰を欝擦とせ

ず，魑者との纏わりの中から入閣釣銭長を羅指す欝盆

では，急激な変容は望めないが，無理のない自然な変

容が可能であると述べている。参濾メンバーの中には，

不登校状態から登校へと向かったり，対人雛係の変容

が箆られたりするケースも少なくないが，これらをi

っの蘇浅乗：珪とすれば，この「破果」は活動目的そのも

のではなく，結桑としてもたらされたものである点に

F費の最大の特織がある。このことは，目的が必ずし

も購確でない「あいまい」な場におけるグループ・ア

プ覆一チの有効性を示唆するものと考えるGつまり，

「あいまい」な活動が，鬱々のメンバー1こ感じた「ほ

ど良い内的成長」をもたらしたと考えられるのである。

　第2に，スタッフ（醗生）の臨床実践の場という麟藏

が，グループの凝集盤とメンバーの端人関係学習に及

ぼすプラス面に着§したい。ファシ1タテ一夕ーを務め

るスタッフの中1こは，「うまくいかない」などの否定

的な筐1己麗示が活動中1こ1壼接・間接的に表出されるこ

とがあった。このことは，多様な大人のモデ葦｝ングと，

「そのままの自分でいてもいい」という被受容感・安

，こ・感をメンノぐ一1こもたらすこと1こなる。事実，メンノぐ一

がスタッフをフォローする形で集懸としての凝集性が

高まる場面もみられた。つまり，スタッフの技量の未

熟さを否定的にのみ擬えるのではなく，人聞牲を土台

1こし，　ある寿‘ままの姿でメンノ母一1こ向き合うことカ∫，

集懇の槍互群馬を促進すると考える撹点も必要だと考

える（もっともそれのみに敏鑓しては集懇の成長にとっ

て慧マイナスであろう）。

　第31こ，当相談室の縫資1漂との1拝編が可書薯であるこ

とが挙げられる。当檬談室には，赫Fなどの活動や，

本人もしくは保言箋考の1霧黎1カウンセ婆ングなどが絹意

されている。賞衰活動のみでメンバーを支援するので

はなく，これらの資源をすぐに活矯できる鋸境にある

ことは重要であろう。

羅　今後の課題

　FR活動が始まって3奪が経遍したが，必要物品が

整い，活動休講の整騰と内容の充実が進むにつれて，

グループ・アプローチとしての課題がよ鯵解明になっ

てきた。次隼度以降の課題を列挙しておきたい。

薄）グ序一プ・憑人目標の共有化の推違

2§§3－6

　現在，スタッフミーティング等を通して，醒々のメ

ンバーの雛擦と次回のグループ目標を設定（翼設定）し

ているが，これはメンバーへは伝えられていない。メ

ンバーへの疑標の明示がF盆という場にふさわしいも

のかどうかも含めて今後検討すると其に，毎懇の活動

に帰するメンバーからの声を定鞘的に騒く機会を設け

るなどの工夫を行っていきたい。

2）メンバーの受け入れ体麟の整備

　今後はメンバーのもつ課題の多様建と参麓人数の増

駕が予想される。見学から藍式参撫までの翻分の最慈

の定型建が求められる。また，参撫時や経過のアセス

メント方法とその結桑の活驚の仕方については，教官

の捲導のもと，今後スタッフで構築していくことが望

まれる。

3）毎醤の活動プ臓グラムの工夫の必要魅

　年齢や発達段墜，発達緯書等の纒警艦に醗縷するの

はもちろんであるが，プ韓グラムの内容が纒々に達成

酵能なものだけでなく，それがグループ活動につなが

るものにしていくための工夫が一屡求められる。その

ためには，毎騒の活動内容に無鐸がなく，楽しめて，

かつメンバーによって様々な麗与の仕方が可能なもの

を購意する必要がある。また，ドッヂボールやク彗ス

マスの鋳絵付けの露はメンバーが生き生きしていると

の鞍告もあり，共瞬作業を年闘計癒の申に適切に位置

付け実践し，その藏巣をメンバー・スタッフ懸で共有

していくことが，今後ますます必要になるであろう。

鳶〉メンバーの在籍する学校との連携

　最近，F衰参擁への便蜜等，学校から勲憲をいただ

くことも増えてきた。メンバー理解と靉靆ニーズの焦

点化のためにも，今後学校との連騰をすすめ，共にメ

ンバーを支えていくことが必要な段賠に来ている。

5）修了メンバーへのフォ嬢一アップ

　無産，メンバーは中学卒業と羅時にF裂修了となっ

ているが，修了後も参癬を希望するメンバーがみられ

るようになった。そうした二一ズヘの封癒についても

今後検討する必要があろう。
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